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■近現代美術

� 

世界・日本・九州の美術： 20世紀から 21 世紀へ
会期：平成23年5月24日（火） 一平成24年5月20日（日）

日本近代の洋画、 シュルレアリスム、ポップアー トなど、主に20世紀
に登場したさまざまな美術動向を代表する国内外の作品60点を、時
代別、傾向別にわかりやすく展示した。
1 . ラファエル ・ コランと近代日本の洋画

ラファエル ・ コラン、黒田清輝、岡田三郎助、吉田博など
2. 20世紀前半の新たな展開

モ ーリス ・ ユトリロ、ジョルジュ ・ ルオー、佐伯祐三、児島善三郎、
三岸好太郎など

3. 20世紀後半、不安と絶望からの出発
サルヴァドール ・ ダリ、マルク ・ シャガール、ポール ・ デルヴォ ー、
松本竣介など

4. 20世紀後半の抽象絵画
フランク ・ ステラ、マーク ・ ロスユ菅井汲、田中敦子など

5. 美術の先鋭化と拡張
アンディ ・ ウォ ーホル、ジャン＝ミシェル ・ バスキア、曖嘔など

6. 現代の絵画一希望に向かって
ジグマール ・ ポルケ、アンドレアス ・ グルスキー、松尾藤代、
やなぎみわなど

． 

冨田漢仙展
会期：平成23年3月29日（火） ー5月15日（日）

博多生まれの冨田漢仙(1879-1936)は、17歳頃に画家を志して京都へ
のぼった。 はじめ四条派を学んだが、写生旅行や古画の研究などによ
り研鑽を積み、南画風の独自の作風に至る。その自由闊達な境地は横
山大観に認め られ、大正期以降は再興院展を舞台に活躍した。当館の
所蔵•寄託作品による本特集では、春の展示が恒例となっている代表
作《御室の桜》に加え、その習作を初公開した。11点を展示。

時代で見る美術 m-1920s
会期：平成23年5月24日（火） ー7月18日（月・祝）

所蔵品を年代で区切り、 ジャンルや国を横
―

断して見ることで、時代と表現について考え
るシリーズの3回目。 第一次世界大戦後の
混乱とともにさまざまな美術運動が花開い
た1920年代をと りあげた。 版画、写真油
絵、日本画など25点を展示した。

ラースロ ・ モホリ＝ナギ
《ラースロとルシア・ モホリ、二重のポー トレー ト》

1923年頃►

九州の日本画家たち
会期：平成23年7月20日（水） ー9月11日（日）

当館所蔵の日本画から、九州ゆかリの作家を特集した。 吉村忠夫、小
早川清、 松尾晃華ら福岡県出身の画家、熊本県出身の堅山南風、大
分県出身の福田平八郎など個性豊かな画家たちの日本画10点を展
示した。

水上泰生と今中素友
会期：平成23年9月13日（火） ー11月6日（日）

明治の福岡に生まれた日本画家、水
上泰生と今中素友の作品20点を展
示した。上京して技を磨き、文展や帝
展を中心に活動した二人の画家は、
花鳥画を得意とするという共通点を
持っていた。

, -- . ―
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水上泰生《春秋花鳥》（部分）制作年不詳▲

朱貌社5人展
会期：平成23年11月8日（火） ー12月27日（火）

終戦直後の福岡で結成された「朱貌社」に集った5 人の画家の作品
15点を展示した。赤星孝、上田宇三郎、宇治山哲平、久野大正、山 田
栄二という「朱貌社」の画家たちは、油彩画／日本画という枠を超えて
交流し、切磋琢磨した。

コレクションミックス2
会期：平成24年1月5日（木） ー2月12日（日）

古美術と近現代美術の双方を所蔵しているこ
とが当館のコレクションの大きな特徴である。
普段は1階と2階に分かれて展示される各々
の美術を、「明治時代の美術」というテ ー マの
元に19 点を選び、同時に展示した。

川辺御楯《源義家卿》明治時代 ►

雪月花の時
会期：平成24年2月14日（火） ー3月25日（日）

「雪月花時最憶君」という白居易の有名な詩にちなむ本展のタイトル
は、四季折々の自然の美を愛してきた私たちにとってもなじみ深いも
のである。 本展では、春夏秋冬に見られる風物を描いた作品12点を
展示した。

� 

シリ ー ズ美術の技法 IV 木版
会期：平成23年3月29日（火） ー5月15日（日）

特別企画展「ハンブルク浮世絵コレクショ
ン展」の開催にちなみ、近現代の木版技
法を用いた作品を特集展示した。 浮世絵
版画の技術を受け継ぐ日本の近代版画か

版画まで、21 点の版画により、幅広い木版
ら新しい展開を見せた第二次大戦後の木� 'I 

表現の可能性を紹介した。

小早川清《浴上がリ》制作年不詳►
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アジアやきものめぐり
会期：平成23年5月21日（土） ー7月10日（日）

総数約1300件におよぶ福岡市美術館所蔵の古陶磁は、アジア各地
の作例を網羅している。その中から精選した61件により、当館の陶
磁コレクションのエッセンスを紹介。本多コレクションによる東南ア
ジア陶磁、森田コレクションによる中国陶磁を中心に、イスラム陶
器朝鮮・日本（瀬戸、高取、柿右衛門様式等）などで構成。

夏休みこども美術館2011 こどもギャラリ ー

「こころのかたち」
会期：平成23年7月 12日（火） ー9月 4日（日）

人は古代から心に抱いた思いを、さまざまな形にあらわしてきた。
身近な動物や魚などを形どった器にこめられた願い。目に見えない
仏神の像に託された祈り。近現代美術作品1点を含む、美術に表さ
れた、さまざまな思いを伝える作品14点を展示。

田中丸コレクション 九州古陶の美（コ ーナー展示）
会期：平成23年7月 12日（火） ー12月 27日（火）

福岡玉屋の経営者・田中丸善八氏(1894-1973)によって蒐集された
田中丸コレクションは、唐津をはじめ、高取、上野、八代、薩摩、現川と
いった九州の主要な窯を網羅する近世陶器で構成されている。その
中から、代表的な作品15点を陳列し、バラエティ豊かな 九州古陶の
美の世界を紹介した。

仙匡展
会期：平成23年9月6日（火） ー10月30日（日）

しょうふくじ

博多・聖福寺の禅僧、仙匡(1750-1837)
は独特のユーモアあふれる禅画を描い
て多くの人に親しまれた。今回は仙匡
の作品の中でも、とくに禅味あふれる名
品24点を選び、展示した。

恨J{O
仙匡義梵 円相図 江戸時代 ▲

明の夢•清の華
会期：平成23年11月1日（火） ー12月27日（火）

特別展「北京・故宮博物院展」にあわせ
て、当館の明・清時代の美術・工芸品
を紹介。宮廷画家による洗練された画風
を伝える絵画作品から、官窯·民窯の五
彩•青花磁器、細緻な技巧が施された
堆朱の器など 18 件を出品。

� 

春の名品展
会期：平成23年3月29日（火） 5月15日（日）

松永記念館室前に常時展示中の野々村仁清作《色絵吉野山因茶
壺》（重要文化財）にあわせて、春から初夏に相応しい名品を中心に
展示。御笠山麓の春景が描かれた鎌倉時代の代表的な垂述画《春
日社寺曼荼羅図》、軽やかな筆致の文様が見所の《黒織部筒茶碗銘

「さわらび」》、《志野あやめ絵鉢》など17件。

アジアの工芸
会期：平成23年5月 21日（土） ー7月 10日（日）

松永耳庵は茶人として美術作品の収集を
始めたが後年視野を広げて、少なからぬ
点数のアジアの工芸を収集している。茶
道具のなかの中国や韓国の作品のほか、
中近東の陶器、ガラス器など20点を展示。

青釉黒絵壺 13世紀 ►

仏像の世界
会期：平成23年7月12日（火） ー9月4日（日）

信仰の場における仏像の役割は様々であ .. 
る。礼拝の対象として制作されたとみられ
る木彫・石彫 の単独像のほかにも、故人
の供養等のため寺院へ奉献するために
造られた 石像や壊仏、 そして仏塔の空間
を荘厳するための浮彫 彫刻や銅版押出
仏などがある。こうした信仰の場における
機能の面から仏像の世界を眺めてみた。
17点を展示。

石造仏陀立像 パキスタン 2-3世紀 ►

伝・辺文進 百鳥図 明時代 15-16世紀►

カンボジアの染織
会期：平成24年2月21日（火） ー4月1日（日）

カンボジアでは、アンコールワットなどの遺跡や彫刻が注目されてき
たが、近年、絹の絵絣の素晴らしさが徐々に脚光を浴びつつある。当
館所蔵のカンボジアの染織の名品と現代の復刻作品、染織の道具な
どの資料に、カンボジアの染織を紹介する図書資料を加え、36点を
展示した。

＊

秋の名品展
会期：平成23年9月6日（火） ー10月30日（日）

松永耳庵は、尊敬してやまない佳び茶の大家、原三浚の旧蔵品を多
く収集した。尾形乾山筆《花籠図》、《柿華茶碗 銘「白雨」》など、三漢
旧蔵の作品を中心に季節の茶道具を含む15点を展示。

文様の楽しみ
会期：平成23年11月 1日（火） ー12月 27日（火）

工芸品はそのものの形だけでなく、
そこに施されたさまざまな文様も目
を楽しませてくれる。「唐草」文様や
「扇面」文様など、同じテー マでも多
彩なバリエーションを見せる文様を、
さまざまな分野の工芸品から集めて
19点を展示した。

扇面散文鐙（重要美術品） 鎌倉時代▲
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長崎新聞 H24.2.2 

毎日新聞（朝刊） H24.2.3 

毎日新聞（朝刊） H24.2.4 

毎日新聞（朝刊） H24.2.4 

毎日新聞（朝刊） H24.2.5 

赤旗新聞 H24.2.5 

毎日新聞（朝刊） H24.2.6 

朝日新聞（朝刊） H24.2.7 

毎日新聞（朝刊） H24.2.7 

毎日新聞（朝刊） H24.2.7 

毎日新聞（朝刊） H24.2.8 

毎日新聞（朝刊） H24.2.8 

毎日新聞（朝刊） H24.2.9 

毎日新聞（朝刊） H24.2.9 

毎日新聞（朝刊） H24.2.10 

毎日新聞（朝刊） H24.2.11 

毎日新聞（朝刊） H24.2.11 

毎日新聞（朝刊） H24.2.12 

毎日新聞（朝刊） H24.2.14 

毎日新聞（朝刊） H24.2.14 

毎日新聞（朝刊） H24.2.15 

毎日新間（朝刊） H24.2.16 

毎日新聞（朝刊） H24.2.17 

毎日新聞（朝刊） H24.2.18 

毎日新聞（朝刊） H24.2. l 9 

毎日新聞（朝刊） H24.2.22 

毎日新聞（朝刊） H24.2.23 

毎日新聞（朝刊） H24.2.24 

毎日新聞（朝刊） H24.2.25 

毎日新聞（朝刊） H24.2.29 

毎日新聞（朝刊） H24.3.3 

毎日新聞（朝刊） H24.3.5 

アート・マインドNo.166 pp.18-27 

（平成23年12月1日発行）

創美vol.9 pp.133-142 

（平成23年12月20日発行）

婦人公論

ぐらんざNo.141 p.53 

（平成24年2月発行）

月刊美術の窓No.361 pp.14-15 

（平成24年2月20日発行）

エンジョイ福岡／レオナルド・ダ・ヴィンチ美の理想展／直筆など約 70点を紹介／（有森元司）

レオナルド ・ ダ・ヴィンチ美の理想展を見て／秘められた謎が興味深い／大学生 峰 愛さん

レオナルド・ダ・ヴィンチ美の理想展を見て／人物画から訴えかける美／音楽家 古賀久美子さん

ダ・ヴィンチ美の理想展 5万人突破／【末永麻裕】

レオナルド・ダ・ヴィンチ美の理想展を見て／時代を超えて愛されて／画家 友成清代さん

モナ・リザいっぱい／ダ・ヴィンチ「美の理想」展

レオナルド ・ ダ・ヴィンチ美の理想展を見て／色使わず明暗で表現も／主婦 深水美都子さん

カルチャ ー WEST/「評」美術 「レオナルド・ダ・ヴィンチ 美の理想」展／脳裏には、あの「モナ・リザ」／（西正之）

天オの系譜 「レオナルド・ダ・ヴィンチ美の理想」展より／浴室のふたりの女性／「モナ・リザ」）レ ー ツ/ 3月4日ま

で 福岡市美術館／【米本浩二】

レオナルド ・ ダ・ヴィンチ美の理想展を見て／柔らかさと異なる趣も／主婦 塩崎直美さん

レオナルド・ダ・ヴィンチ美の理想展を見て／本物の迫力に引き込まれ／会社員 工藤修央さん

天オの系譜 「レオナルド ・ ダ・ヴィンチ美の理想」展より／柳の枝の飾り文様／象徴的エンブレム／【米本浩二】

天オの系譜 「レオナルド ・ ダ ・ ヴィンチ美の理想」展より／レダと白鳥／絶妙のカップル／【米本浩二】

レオナルド・ダ ・ ヴィンチ美の理想展を見て／当時の服装や生活、興味深＜／主婦 宮城未央さん

レオナルド ・ ダ・ヴィンチ美の理想展を見て／衣服の質感技術に改めて感心／大学院生 日巻優子さん

レオナルド ・ ダ・ヴィンチ美の理想展を見て／全てが素晴らしい！／主婦 家村育代さん

レオナルド・ダ・ヴィンチ 美の理想／福岡市美術館 来月4日まで／ダ・ヴィンチが生きた時代の音楽18日開催／

12の微笑に、会える。

レオナルド・ダ・ヴィンチ美の理想展を見て／首の傾きに何とも言えない趣／公務員 金子良正さん

天オの系譜 「レオナルド・ダ・ヴィンチ美の理想」展より／《モナ・リザ》を描くレオナルド・ダ ・ ヴィンチ／伝説、図

像的に集約／【米本浩二】

レオナルド ・ ダ ・ ヴィンチ美の理想展を見て／描き方の違いに驚き／主婦 江藤絵里さん

レオナルド・ダ ・ ヴィンチ美の理想展を見て／時代により微妙な違い／「福井クリニック」経営 福井ミチヱさん

レオナルド ・ ダ ・ ヴィンチ美の理想展を見て／「美」には コントラストが大事／フラワ ー デザイナ ー 三浦けい子さん

レオナルド ・ ダ・ヴィンチ美の理想展を見て／どの「モナ・リザ」も美し＜／主婦 石川博子さん

レオナルド・ダ・ヴィンチ美の理想展を見て／背景の柱まで効果的／看護師 廣田絹子さん

「生きた時代」の古楽コンサ ート／「ダ・ヴィンチ美の理想」展／福岡市美術館／【夫彰子】

ダ・ヴィンチ展来場 8万人突破／【末永麻裕】

画家・菊畑茂久馬さんが見た「ダ・ヴィンチの美」／宇宙の謎に立ち向かった 天才／その一筆は「人類の手」

レオナルド・ダ ・ ヴィンチ美の理想展を見て／ルーブルの「モナ ・ リザ」見たい／会社員 一本杉香里さん

レオナルド・ダ ・ ヴィンチ美の理想展を見て／興味深い「モナ・リザ」の違い／フリータ ー 藤本なおみさん

ダ・ヴィンチ展 10 万人突破／【末永麻裕】

もうひとつのモナ・リザ ・ ・ • あと 2日ーだ・ヴィンチ美の理想展／【米本浩二】

ダ・ヴィンチ美の理想展閉幕

「レオナルド・ダ・ヴィンチ美の理想」展に寄せて／アートライタ ー ばんのなおこ

特集／レオナルド・ダ・ヴィンチ美の理想展

カルチャ ー セクションart/レオナルド ・ダ・ヴィンチ美の理想／「万能の天才」が求めた女性の美とは／文◎木谷節子

博物館 ・美術館／レオナルド・ダ・ヴィンチ 美の理想 福岡市美術館／ダ・ヴィンチは ‘‘モナリザ"を2枚描いたのか／ ‘‘

も

う一つのモナリザ"世界初登場で謎解明に迫る／廣崎靖邦 ジャ ーナリスト

レオナルド・ダ・ヴィンチ美の理想／レオナルドの謎に満ちた美の世界へようこそ／文•宮澤政男
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所蔵品番号作家名 作品名 制作年 寸法(cm) 素材・技法 備品受入番号

15-E-15 冨田漢仙 雉橋集(15) 1926 25.8 X 54.6 印刷・紙 42312141 

15-E-16 冨田漢仙 雉橋集(16) 1926 25.9 X 54.2 印刷、 木版・紙 42312142 

15-E-17 冨田漢仙 雉橋集(17) 1926 25.8 X 54.4 印刷、 木版・紙 42312143 

15-E-18 冨田漢仙 雉橋集(18) 1926 25.4X 54.4 印刷・紙 42312144 

15-E-19 冨田漢仙 雉橋集(19) 1926 25.5 X 54.5 印刷・紙 42312145 

15-E-20 冨田漢仙 雉橋集(20) 1926 25.4X 54.5 印刷・紙 42312146 

15-E-21 尿ール ・ クローデル 雉橋集(21) 1926 25.9 X 54.5 印刷・紙 42312147 

l 5-E-22 点ール ・ クローデル 雉橋集(22) 1926 25.4 X 25.4 印刷・紙 42312148 

l 5-E-23 沢ー／レ ・ クローデル 雉橋集(23) 1926 25.7 X 54.5 印刷・紙 42312149 

15-E-24 沢ー）レ ・ クローデル 雉橋集(24) 1926 25.5 X 54.4 印刷・紙 42312150 

15-E-25 冨田漢仙、 雉橋集(25) 1926 25.4 X 54.7 印刷・紙 42312151 

点ー／レ ・ クローデル

15-E-26 点ー／レ ・ クローデル 雉橋集(26) 1926 25.8 X 54.7 印刷・紙 42312152 

15-E-27 点ー／レ ・ クローデル 雉橋集(27) 1926 25.8 X 54.7 印刷・紙 42312153 

15-E-28 点ール ・ クローデル 雉橋集(28) 1926 25.6 X 54.4 印刷・紙 42312154 

15-E-29 尿ール ・ クローデル 雉橋集(29) 1926 25.7 X 54.5 印刷・紙 42312155 

l 5-E-30 点ール ・ クローデル 雉橋集(30) 1926 25.5 X54.5 印刷・紙 42312156 

15-E-3 l 点ー1レ ・ クローデル 雉橋集(31) 1926 25.7 X 54.5 印刷・紙 42312157 

15-E-32 点ー1レ ・ クローデル 雉橋集(32) 1926 25.7 X 54.5 印刷・紙 42312158 

15-E-33 点ー1レ ・ クローデル 雉橋集(33) 1926 25.7 X 54.4 印刷・紙 42312159 

l 5-E-34 沢ー1レ ・ クローデル 雉橋集(34) 1926 25.4X 54.5 印刷・紙 42312160 

15-E-35 点ー1レ ・ クローデル 雉橋集(35) 1926 25.7 X 54.5 印刷・紙 42312161 

15-E-36 点ー1レ ・ クローデル 雉橋集(36) 1926 25.7 X 54.4 印刷・紙 42312162 

美
術
資
料

和田千秋▲

«JUI(r]ll渾iO)美術x―祈リ」よリ）》
2007年

冨田漢仙《［竹に孔雀］》1925年▲

■ 古美術

黒田資料 漆工

所蔵品番号 作品名

4-Hb-164 梨子地三葉葵紋裁金鞍．鐙

制作年

江戸時代

法量(cm) 品質 備品受入番号

鞍：前輪高さ27.8、 後輪高さ28.7、 木胎漆塗 42311340 

居木長さ40.0

鐙：長さ30.5、 幅13.7、 高さ27.5

（鐙は一郎金胎）

一般古美術資料 陶磁器

所蔵品番号 作品名

l 4-Ha-162 唐津茶碗

産地

唐津焼

制作年

江戸時代

法量(cm) 品質

高さ8.5 口径13.7 高台径6.0 陶器

備品受入番号

42304183 
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